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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
杭を保持するための杭押さえ部と、作業者が手でもつための把手部と、両者の間を杭押さ
え部と把手部が移動自在になるように接続して、ハンマーのよる打ち込み時の杭の移動を
容易にし、手への衝撃を吸収する衝撃吸収部を有することを特徴とする打ち込み杭支持具
。
【請求項２】
前記杭押さえ部は、杭に巻きつけるためのワイヤロープを有し、前記杭に巻きつけられた
前記ワイヤロープを抜けないように押さえるための挟み部を、前記把手部、又は、前記杭
押さえ部に有していることを特徴とする請求項１記載の打ち込み杭支持具。
【請求項３】
前記挟み部を、前記把手部に有している場合には、前記杭押さえ部である前記ワイヤロー
プ自体が、前記ハンマーの打撃による杭の打撃方向への移動に対応して自在に曲がること
で前記杭の移動による衝撃が前記把手部に伝わり難くすることにより、
前記ハンマーの衝撃を吸収する前記衝撃吸収部ともなっていることを特徴とする請求項２
記載の打ち込み杭支持具。
【請求項４】
前記挟み部を、前記杭押さえ部に有している場合には、
前記把手部と前記挟み部との間に移動自在にはまった棒と筒による嵌め合い部を有するこ
とで前記挟み部からの衝撃が前記把手部に伝わり難くすることで更なる衝撃吸収を行うか
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、
又は、前記把手部と前記挟み部との間に接続されたバネ結合部を有し、前記バネ結合部は
、所望の長さを有するバネであって、前記挟み部の移動に対応して曲がることで、前記挟
み部からの衝撃が前記把手部に伝わり難くすることで更なる衝撃吸収を行うものであるこ
とを特徴とする請求項２記載の打ち込み杭支持具。
【請求項５】
前記挟み部は、バネ状の弾性板を有し、前記バネ状の弾性板の先端には杭押さえ板が付い
ていて、前記杭押さえ板と前記ワイヤロープとの間で、前記杭を挟めるようにしたことを
特徴とする請求項２から請求項４のいずれか１つに記載の打ち込み杭支持具。
【請求項６】
前記杭押さえ部は、一方が他方にスライド自在に嵌った二つのＬ字形の押さえ片を有し、
前記Ｌ字形の押さえ片の他の対向する片同士で杭を挟めるようにし、前記二つのＬ字形の
押さえ片には、前記Ｌ字形の押さえ片間の間隔を調整する間隔調整機構を有し、前記Ｌ字
形の押さえ片の一方と前記把手部の間には、移動自在に接続した棒と筒による嵌め合い部
又は、バネ結合部を少なくとも有することを特徴とする請求項１記載の打ち込み杭支持具
。
【請求項７】
前記杭押さえ部は、向き合った２枚の板状部からなり、前記把手部は、手の指を入れる取
っ手部と挟むための２つのアームからなるはさみ部と前記アームと前記板状部との間にバ
ネ結合部による衝撃吸収部を有することを特徴とする請求項１記載の打ち込み杭支持具。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築、土木作業等の作業において杭を打ち込む際の打ち込み杭の支持具に関
する。
【背景技術】
【０００２】
従来、工事作業等において杭打ち作業は二人作業で行われており、一人が手で杭を地面と
垂直に保持し、もう一人がその杭の頭をハンマーで叩いて杭を地面に打ち込むようにして
いる。このような状態で、ハンマーで手を誤って叩いてしまうという危険や、ハンマーの
打撃による衝撃が、杭を支持している作業者の手に伝わるという害があった。
そこで、打ち込む杭を支えるための支持具もいくつか提案されてきた。（特許文献１～４
）。
特許文献１から３の提案では、3脚を使用するなどから、杭を支持具にセットする作業が
必要であるため作業性が悪く、杭打ち作業中に地面に対して杭の角度を微妙に調整するこ
とができないという問題があると言われ、特許文献４の提案では、杭保持部から柄に、従
って、作業者の手に直接、打撃の衝撃が伝わるという欠点があり、又、打ち込みの打撃毎
に、作業者の手に対して杭の移動を自在に行わせることができない欠点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６３－１２１６４８号
【特許文献２】実登３０２６９４２号
【特許文献３】特開２００２－４５８６号
【特許文献４】特開２００８－４５３３６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の課題は、前記の欠点を克服するもので、杭を支持具にセットする作業が容易であ
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り、杭打ち作業中に地面に対して杭の角度の微妙な調整が可能であり、作業者の手に直接
、打撃の衝撃が伝わらず、作業者の手の保持状態に対して杭の移動が自在に行われる打ち
込み杭支持具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明による打ち込み杭支持具は、杭を保持するための杭押さえ部と、これと作業者が
手でもつ把手部と、この間を柔軟に接続して、衝撃を吸収する衝撃吸収部を有することを
特徴とする。以下説明する。
【０００６】
請求項１記載の発明は、打ち込み杭支持具であって、
杭を保持するための杭押さえ部と、作業者が手でもつための把手部と、両者の間を杭押さ
え部と把手部が移動自在になるように接続して、ハンマーのよる打ち込み時の杭の移動を
容易にし、手への衝撃を吸収する衝撃吸収部を有することを特徴とする。
【０００７】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の打ち込み杭支持具において、前記杭押さえ部は、
杭に巻きつけるためのワイヤロープを有し、前記杭に巻きつけられた前記ワイヤロープを
抜けないように押さえるための挟み部を、前記把手部、又は、前記杭押さえ部に有してい
ることを特徴とする。
【０００８】
請求項３記載の発明は、請求項２記載の打ち込み杭支持具において、
前記挟み部を、前記把手部に有している場合には、前記杭押さえ部である前記ワイヤロー
プ自体が、前記ハンマーの打撃による杭の打撃方向への移動に対応して自在に曲がること
で前記杭の移動による衝撃が前記把手部に伝わり難くすることにより、
前記ハンマーの衝撃を吸収する前記衝撃吸収部ともなっていることを特徴とする。
【０００９】
請求項４記載の発明は、請求項２記載の打ち込み杭支持具において、
前記挟み部を、前記杭押さえ部に有している場合には、
前記把手部と前記挟み部との間に移動自在にはまった棒と筒による嵌め合い部を有するこ
とで前記挟み部からの衝撃が前記把手部に伝わり難くすることで更なる衝撃吸収を行うか
、
又は、前記把手部と前記挟み部との間に接続されたバネ結合部を有し、前記バネ結合部は
、所望の長さを有するバネであって、前記挟み部の移動に対応して曲がることで、前記挟
み部からの衝撃が前記把手部に伝わり難くすることで更なる衝撃吸収を行うものであるこ
とを特徴とする。
【００１０】
請求項５記載の発明は、請求項２から請求項４のいずれか１つに記載の打ち込み杭支持具
において、
前記挟み部は、バネ状の弾性板を有し、前記バネ状の弾性板の先端には杭押さえ板が付い
ていて、前記杭押さえ板と前記ワイヤロープとの間で、前記杭を挟めるようにしたことを
特徴とする。
【００１１】
請求項６記載の発明は、請求項１記載の打ち込み杭支持具において、
前記杭押さえ部は、一方が他方にスライド自在に嵌った二つのＬ字形の押さえ片を有し、
前記Ｌ字形の押さえ片の他の対向する片同士で杭を挟めるようにし、前記二つのＬ字形の
押さえ片には、前記Ｌ字形の押さえ片間の間隔を調整する間隔調整機構を有し、前記Ｌ字
形の押さえ片の一方と前記把手部の間には、移動自在に接続した棒と筒による嵌め合い部
又は、バネ結合部を少なくとも有することを特徴とする。
【００１２】
請求項７記載の発明は、請求項１記載の打ち込み杭支持具において、
前記杭押さえ部は、向き合った２枚の板状部からなり、前記把手部は、手の指を入れる取
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っ手部と挟むための２つのアームからなるはさみ部と前記アームと前記板状部との間にバ
ネ結合部による衝撃吸収部を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
以上の様に構成されているので、本発明による打ち込み杭支持具では、杭のセット作業が
容易で、地面に対する杭の角度の調整が可能で、作業者の手に直接、打撃の衝撃が伝わら
ず、作業者の手の保持状態に対して杭の移動が自在な打ち込み杭支持具を提供することが
出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による打ち込み杭支持具の一実施態様を示す図である。
【図２】本発明による打ち込み杭支持具の別の一実施態様を示す図である。
【図３】本発明による打ち込み杭支持具の別の一実施態様を示す図である。
【図４】本発明による打ち込み杭支持具の別の一実施態様を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
杭を保持するための杭押さえ部と、これと作業者が手でもつ把手部と、この間を移動自在
に接続して、衝撃を吸収する衝撃吸収部を有している。以下、実施例を用いて説明する。
【００１６】
図１は、本発明による打ち込み杭支持具の一実施態様を示す図である。
１－Ａ、１－Ｂ、１－Ｃにおいて、ワイヤロープが杭押さえ部１０１となっていて、この
部分を杭に巻きつける。手で幅と厚みを持った把手部１０２は、図のように下蓋１０２Ａ
上蓋１０２Ｂで出来ている。ワイヤロープの一端は、下蓋１０２Ａに接続されている。
杭に巻きついたワイヤロープの先端側を下蓋１０２Ａと上蓋１０２Ｂの間に挟み、締める
と、ワイヤロープは固定されすべらなくなる。ワイヤロープを挟む際に、ワイヤロープを
引っ張り、緩みを無くすことで、緩みを無くすことが出来る。このような状態で杭を地面
に立て、ハンマーで打つ。打撃による杭の移動に対してワイヤロープ自体が自在に曲がる
ので、杭の移動に対応することが出来て、又、手に伝わる衝撃は、ワイヤロープの移動に
より緩和される。即ち、ワイヤロープ自体が杭押さえ部と衝撃を吸収する衝撃吸収部の役
割を持っている。
【００１７】
１－Ａの場合は、まさにこのような場合であるが、１－Ｂでは、さらに、ワイヤロープの
途中にバネなど延び縮みする弾性体部１０３を有することで、衝撃吸収部を更に強化した
例である。１－Ｃにおいては、杭押さえ部と衝撃吸収部の役割を更に強化するもので、杭
押さえ板１０４が、下蓋１０２Ａから図のように出ている。杭押さえ板１０４は、バネ状
の弾性板１０４Ｂとその先端についた杭に接触して杭を押すための杭押さえ板１０４Ａを
有していて、杭押さえ板１０４Ａを杭に当て、ワイヤロープを杭に巻きつけて、ワイヤロ
ープの先端側を引っ張り、下蓋１０２Ａと上蓋１０２Ｂの間に挟み、締めると、手に持っ
た把手部を通じて、杭は杭押さえ板１０４Ａに押され、逆にワイヤロープにより引かれて
、杭の位置が定まる。ハンマーの打撃による杭の移動に対して、弾性板１０４Ｂが柔軟に
対応し、かつ、手への衝撃を緩和してくれる。１－Ｄは、１－Ｃのものの使用状態を示す
。杭１０５とハンマー１０６と１－Ｃの打ち込み杭支持具とこれをもつ作業者１０７を示
している。
【００１８】
図２は、本発明による打ち込み杭支持具の別の一実施態様を示す図である。
ワイヤロープ２０１とワイヤロープ押さえ具２０２が杭押さえ部２００となっていて、ワ
イヤロープ２０１の一端は、ワイヤロープ押さえ具２０２に接続され、ワイヤロープ２０
１を杭に巻きつける。ワイヤロープ２０１の他端を、ワイヤロープ押さえ具２０２のはさ
み部で挟んで固定することが出来る。ワイヤロープ押さえ具２０２は、図のように、互い
に開閉可能で噛み合うはさみ部２０２Ａがあり、ワイヤロープを挟んだ後に締め付ける締
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め付けアーム２０２Ｂを有している。尚、杭押さえ部２００の一部として、ワイヤロープ
押さえ具２０２には、連結棒２０４が付いている。
【００１９】
杭押さえ部２００と作業者が手に持つ把手部２０３の間には、ハンマーの打撃による杭の
移動に対応し、衝撃を緩和するための衝撃吸収部２０５がある。衝撃吸収部２０５は、連
結棒２０４が移動自在に嵌った棒と筒による嵌め合い部２０６と、連結棒２０４と嵌め合
い部２０６の間に挿入したバネ、クッション等の弾性体部２０７があり、嵌め合い部２０
６には、把手２０３が直接付いているか、又は図のように、嵌め合い部２０６と把手２０
３の間の移動自在な接続とすることも衝撃吸収の役割を強化する。図の場合では、嵌め合
い部２０６に回転結合部２０８、２０９、伸縮結合部２１０を有している。
図２には示していないが、図１の１－Ｃと同じく、ワイヤロープ押さえ具２０２に杭押さ
え板１０４を備えることも好都合である。尚、２－Ｂのように、杭押さえ部２００と把手
２０３の間を衝撃吸収部としてのバネ結合部２１１を有することも可能である。
【００２０】
図３は、本発明による打ち込み杭支持具の別の一実施態様を示す図である。
杭押さえ部３００は、Ｌ字形の押さえ片３０１Ａ、３０１Ｂがあり、Ｌ字形の押さえ片３
０１Ａの１片が、他のＬ字形の押さえ片３０１Ｂに嵌りスライド可能になっている。スラ
イドすることで、Ｌ字形の押さえ片３０１Ａ、３０１Ｂの他の対向する片同士で杭を挟む
ことが出来る。Ｌ字形の押さえ片３０１Ａ、３０１Ｂの両者の間には、ワイヤロープ３０
２を巻取るなどのＬ字形の押さえ片間の間隔調整機構３０３があり、杭の挟み状態を加減
することが出来る。ワイヤロープ３０２には、一部にバネを介挿してもよい。衝撃吸収部
３０４は、杭押さえ部３００と把手部３０８の間を接続している。衝撃吸収部３０４は、
Ｌ字形の押さえ片３０１Ｂに固定された、筒状体３０５と嵌め合いにより移動自在に接続
した棒体３０６があり、衝撃吸収のため、バネ、クッションなどの弾性体部３０７が両者
の間に付設してある。ハンマーによる杭の移動の衝撃は、筒状体３０５と棒体３０６間の
自在な移動により、衝撃が吸収される。棒体３０６間には、把手３０８が接続されている
。以上の構成で、杭をＬ字形の押さえ片３０１Ａ、３０１Ｂの両者の間に挿入し、巻取り
機構３０３でワイヤロープ３０２を巻取り、杭の挟みを締めた状態でハンマーで杭を打つ
作業に供することが出来る。尚、図２の２－Ｂのバネ結合部２１１のように、Ｌ字形の押
さえ片３０１Ｂと把手部３０８の間をバネ結合部で結合することが出来る。
【００２１】
図４は、本発明による打ち込み杭支持具の別の一実施態様を示す図である。
杭押さえ部４０１が２枚の板状部になっていて、把手部４０２が挟み状部となっている。
挟み状部は、手の指を入れる取っ手部４０３と挟むための２つのアーム４０４からなる。
アーム４０４と板状部の間には、バネが介挿され、衝撃吸収部４０５となっている。
はさみ状のこの例では、比較的径の小さい杭に使用するのに適している。杭の径が大きい
場合は、図１から図３の例のものが使用するに適している。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　以上のよう本発明による打ち込み杭支持具は、使用時に作業が容易であり、杭打ち作業
中に地面に対して杭の角度の微妙な調整が可能であり、作業者の手に直接、打撃の衝撃が
伝わらず、作業者の手の保持状態に対して杭の移動が自在に行われるので、産業上利用性
が極めて大きい。
【符号の説明】
【００２３】
１０１、２００、３００、４０１　杭押さえ部
１０２、２０３、３０８、４０２　把手部
１０２Ａ　下蓋
１０２Ｂ　上蓋
１０３、２０７、３０７　弾性体部
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１０４　杭押さえ板
１０４Ａ　杭押さえ板
１０４Ｂ　弾性板
１０５　杭
１０６　ハンマー
１０７　作業者
２０１、３０２　ワイヤロープ
２０２　ワイヤロープ押さえ具
２０２Ａ　はさみ部
２０２Ｂ　締め付けアーム
２０４　連結棒
２０５、３０４、４０５　衝撃吸収部
２０６　嵌め合い部
２０８、２０９　回転結合部
２１０　伸縮結合部
２１１　バネ結合部
３０１Ａ、３０１Ｂ　Ｌ字形の押さえ片
３０３　間隔調整機構
３０５　筒状体
３０６　棒体
４０３　取っ手部
４０４　アーム
 

【図１】 【図２】

【図３】
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